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中央本部は３月１７日、２０２２ＪＲ総連春闘の最終交渉を行ない以下の通り妥結しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今春闘では、低賃金による若年退職、物価上昇により圧迫される青年

部員の生活実態、指定公共機関として安全・安定輸送の使命を果たそう

と奮闘する青年部員の労苦を会社経営陣に訴えるべく、青年部独自での

全国統一職場集会日を設定、青年部員の最大限の結集をはかり、職場の

青年部員の想いを形にする闘いをつくり出してきました。 

その結果、青年部員の要求とは乖離があるものの、ベースアップの実

施、昇給額表に応じた昇給の実施、プロフェッショナル職群高卒初任給

引き上げをかち取ることができました。これは一致団結して職場から声

を挙げつづけた青年部員の成果です！ 
 

物価上昇により、基本給の少ない青年部員の生活は大きな影響を受け

ます。それにも関わらず、要求額とかけ離れた「基本給×０．１％」と

いう回答は、懸命に働く青年部員の期待とは程遠いものです！ 

 

 

①昇給額表に基づく昇給の実施 

②ベースアップ実施（基本給×０．１％） 

③プロフェッショナル職群高卒初任給 

を２，０００円引き上げ 


